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評価方法
と基準

教科書等

定期テスト80％、小テスト・予習と授業参加態度・提出物・出席状況20％　6割以上の習得で合格とす
る。

比較
否定Part4 - 15

答案返却

Part3 - 11 分詞
Part3 - 12 関係詞（１）
Part3 - 13 関係詞（２）

学年末試験

Benchmark English Grammar in 25 Lessons (桐原書店）, Steady Steps to English Writing

Part4 - 14

Part2 - 9 不定詞・助動詞（１）
Part2 - 10 不定詞・助動詞（２）

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

答案返却

質疑応答

後期中間試験

Part1 - 4～5 助動詞
Part1 - 6 条件・仮定（１）
Part1 - 7 条件・仮定（２）
Part1 - 8 態

前期末試験
答案返却
Part1 - 1～3 時制

Option5 代名詞
Option6 時制の一致
Option7 話法

Option2 疑問詞と疑問文
Option3 いろいろな構文
Option4 前置詞

質疑応答
前期中間試験
Option1 動詞と文型

Plus 仮定法
第24章 否定
第25章 接続詞

学習した英文法の知識を基盤に日本文を英文に変換することができる。豊富な演習を通して身に付けた英作文能力と語彙
力を駆使して、平易なことならば自発的に英語で表現できる。さらに一つのテーマに沿った内容の自由英作文を書くことによ
り自らの考えを表現することができる。TOEIC BRIDGEスコア140を取得することを目標とする。

授業計画

第22章 仮定法（１）

第23章 仮定法（２）

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

英語W 通年

担当

Benchmark E.G 複合関係詞

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

成田智子　福島礼子　廣田友子

NARITA Tomoko
FUKUSHIMA Ayako
HIROTA Tomoko

　　授業の概要

英文法を学び、問題演習を通して英語特有の文構造を深く知り、その定着を図る。新テキストでは、既習の文法事項を実際
に使って日本語を英語に変換する演習を行い、知識を定着させ、併せて豊富な語彙表現を身に付ける。さらにそれらを使っ
た対話文の練習や英文のディクテーションを通して、自己表現、コミュニケーション能力を養う。
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